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Abstract Two juvenile specimens of box jellyfish, Alatina moseri was collected in Kochi and 

Okinawa prefectures, southern Japan. This species is distributed through tropical and subtropical 

waters in Pacific Ocean, and known from the Hawaiian Islands, Australia, and Japan. This species 

has been reported on the basis of adult individuals from the Okinawa and Sakishima Islands, 

southern Japan. This study represents the first record of juvenile medusa of this species from 

Japan. 
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はじめに 

 

フクロクジュクラゲ Alatina moseri (Mayer, 1906) は、傘高 8 cm に達する立方クラゲ類であり

（Mayer 1906; Gershwin 2005）、縦に長い傘をもつことから長頭の七福神である福禄寿にちなん

でこの名がつけられた（戸篠 2017）。立方クラゲ類の多くは温帯や亜熱帯、熱帯の浅海域に生

息するが（Uchida 1954; Kingsford et al. 2012）、フクロクジュクラゲ属 Alatina は浅海域のほか、外

洋の深海にも生息することがしられている（Lewis et al. 2013; Lawley et al. 2016）。フクロクジュクラ

ゲは一般的な立方クラゲ類と同じく、浮遊生活するクラゲと底生生活するポリプを世代交代する

生活史をもち、1 つのポリプがそのまま 1 個体の稚クラゲへ完全変態する（Carrette et al. 2014）。ク

ラゲの刺胞毒は強く、深刻な刺傷被害をもたらすため危険視されている（Tamanaha and Izumi 

1991; Thomas and Scott 1997; Carrette 2014）。成熟クラゲはハワイやオーストラリアで普通にみら
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れるが（Mayer 1906; Gershwin 2005; Carrette et al. 2014）、日本では沖縄諸島および先島諸島か

ら報告があるのみである（峯水ほか 2015；戸篠 2017）。また、飼育下におけるフクロクジュクラゲ

の稚クラゲの観察例はあるものの（Carrette et al. 2014）、野外における報告例は皆無である。本研

究では本種の稚クラゲが日本沿岸にて初めて採集されたため、その詳細を報告する。 

 

方法と材料 

 

採集 2016 年 8 月 26 日に高知県大月町古満目漁港、2017 年 11 月 29 日に沖縄県国頭

村安田漁港にてフクロクジュクラゲの稚クラゲをそれぞれ 1 個体採集した（Fig. 1）。稚クラゲは

玉の柄の先端に観賞魚用ネット（25×19 cm, 目合い 0.2 mm）を装着したものを水面直下で無

作為に曳きまわすことにより採集した。捕獲したクラゲは実体顕微鏡（SZX10, OLYMPUS）で

形態観察および写真撮影を行った。その後、成長に伴う形態変化を観察するために飼育を試

みたが死亡したため、標本は残っていない。また、環境データとして表層水の水温と塩分を棒

水温計および手持屈折計（MASTER-AS/Mill α, アズワン）を用いて測定した。 

形態観察 稚クラゲは生時に形態観察を行った。計測は写真撮影した画像をもとに ImageJ 

(NIH, U.S.A.) を用いて 0.1 mm まで計測した。形態観察および計測は Straehler-Pohl and 

Jarms (2011) に従った。 

 
Figure 1. Maps of sampling sites. A: Okinawa Island; B: Shikoku. 1: 

Ada Fishing Port; 2: Komame Fishing Port. 
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結果 

 

Alatina moseri (Mayer, 1906) 

フクロクジュクラゲ（Figs. 2–3） 

 

標本 高知県：傘高 1.4 mm、傘径 0.8 mm、高知県大月町古満目漁港（32 ° 47 ' 22.81 " N, 

132 ° 41 ' 11.61 " E）、2016 年 8 月 26 日、水温 28 ℃、塩分 34、戸篠 祥。沖縄県：傘高 1.9 

mm、傘径 1.2 mm、沖縄県国頭村安田漁港（26 ° 44 ' 29.04 " N, 128 ° 19 ' 9.38 " E）、2017 年

11 月 29 日、水温 24 ℃、塩分 33、採集者: 戸篠 祥。 

記載 外傘は球状で黄褐色、外傘全体に細かい刺胞塊が散在する。胃糸は単純、各間軸に

1 本ずつ備わる。擬縁膜に擬縁膜管はみられない。触手は 4 本、傘高よりも短く、数珠状、球

状またはレンズ状の刺胞塊が 2–3 個並ぶ。葉状体は未発達。感覚器は各正軸上に 1 個ずつ

計 4 個備わる。口柄は短く、傘高の約 30%。口唇は 4 唇、十字型。 

 

分布 本種はハワイ諸島、オーストラリアおよび日本に分布する（Mayer 1906; Gershwin 2005; 

Carrette et al. 2014; 峯水ら 2015）。日本では沖縄諸島および先島諸島からのみ記録されて

 
Figure 2. Juvenile medusae of Alatina moseri collected from Komame Fishing Port (A–C) and Ada 

Fishing Port (D–F). A, D: lateral view; B, E: apical view; C, F: oral view. Scale bars represent 
0.5 mm. 
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いたが（峯水ほか 2015；戸篠 2017）、本研究により高知県大月町からも確認され、本種にお

ける分布の北限記録となった。 

 

考察 

 

これまで、野外におけるフクロクジュクラゲの稚クラゲの報告は世界的にも例がなく、本研

究が初記録となった。採集地点である高知県大月町古満目漁港は穏やかな湾奥、沖縄県国

頭村安田漁港は外洋に面した場所に位置する。両地点に共通する特徴として、サンゴ群集や

サンゴ礁に隣接すること、近くに河川が流れることが挙げられる。立方クラゲ類のポリプはマン

グローブに付着した二枚貝の殻上や（Studebaker 1972）、汽水域の転石裏（Hartwick 1991）、

湾内の死サンゴ上（Straehler-Pohl and Toshino 2015）から見つかっている。ポリプの付着基質

や生息環境を考慮すると、採集地点周辺にポリプが生息している可能性が高いと考えられる。 

本種の稚クラゲについては水槽飼育個体に基づく報告があり、これによると外傘全体に細

かい刺胞塊が散在すること、触手は 4 本で傘高よりも短いことから、他の立方クラゲ類の稚クラ

 
Figure 3. Juvenile medusae of Alatina moseri collected from Ada Fishing Port. A: lateral view; B: 

apical view; C: oral view; D: mouth. g: gastric filament; m: mouth; r: rhopalium; t: tentacle. 
Scale bars: A–C: 0.2 mm; D: 0.1 mm. 
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ゲと区別できる（Straehler-Pohl and Jarms 2011; Carrette et al. 2014; Toshino et al. 2018）。本研

究により得られた高知県産および沖縄県産フクロクジュクラゲの稚クラゲの形態的特徴はこれ

らの特徴と完全に一致した。一方、プエルトリコ産の Alatina alata (Reynaud, 1830) およびフロ

リダ産の Carybdea aurifera Mayer, 1900 の稚クラゲはフクロクジュクラゲと形態的特徴が一致

しているが（Arneson and Cutress 1976; Mayer 1900）、標本が残されていないため、再精査は

不可能である。 

フクロクジュクラゲの稚クラゲは高知では 8 月、沖縄では 11 月に採集された。琉球列島で

は成熟クラゲが 6 月から 9 月に確認されている（峯水ほか 2015）。本種のポリプは飼育下では

25–28℃の水温でクラゲへ変態することが観察されており（Straehler-Pohl 2009; Straehler-Pohl 

and Jarms 2011; Carrette et al. 2014）、高知県西南部沿岸では水温が 25 ℃以上に上昇する 7

月から 10 月、沖縄本島東部沿岸では 5 月から 11 月にかけて稚クラゲの遊離が起こると考え

られる（Japan Meteorological Agency 2020）。 

これまでの飼育実験において、ポリプから変態直後の稚クラゲは傘高 1.2–1.6 mm、傘径

1.1–1.5 mm であることが報告されている（Carrette et al. 2014）。本研究により採集された本種の

稚クラゲは傘高が 1.4–1.9 mm、傘径 0.8–1.2 mm であったことから、変態直後の個体であった

と考えられる。沖縄諸島および先島諸島では成熟クラゲがみつかっていることから（峯水ほか 

2015；戸篠 2017）、採集地点の近くにポリプが生息しており、再生産が行われている可能性

が高いと考えられる。 
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